
 

 

 

 
 
 
 
 

 
                           

 

校長  鈴木 直道 

  

標題は、もう 30 年も昔に出版されたロバート・フルガムのエッセイのタイトルです。

『人間、どう生きるか。どのようにふるまい、どんな気持で日々を送ればよいか、本当

に知っていなくてはならないことを、わたしはすべて残らず幼稚園で教わった。人生の

知恵は大学院という山のてっぺんにあるのではなく、学校の砂場に埋まっていたのであ

る。幼稚園の砂場で、友達と遊び、けんかしながら学んだことは、ずるをしないこと、

人にやさしくすること、誰かを傷つけたら、「ごめんなさい」と言うこと。人として当

たり前の、けれど大切なこと・・。』 

今年度、新しく学習指導要領が改訂されました。そこにはこれから必要とされる力と

して「多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして協働する力、持続可能な社会づく

りに向けた態度」と記されています。言葉では難しく記されていますが、自分は砂場で

学ぶことと同じだと思っています。世界は、よりグローバルに広がっています。日本は

少子高齢化が急速に進み、加速度的に人口が減少していきます。海外の労働力もこれま

で以上に必要となるでしょう。国だ、人種だという時代ではありません。これからは、

一人でなにかすばらしいものを発明する・・という力より、他人と関わり、協働する力

が大切です。その根底は、人を認め、人にやさしくすること。自分のことばかり主張し

ても認められるものではありません。自分が認められるためには、人を認める力がなけ

ればならない。その学びは砂場の中にあり、子どもたちが見つめる、我々大人の後ろ姿

にあります。 

学校も大きな砂場です。子どもたちには、子どもたちの社会があります。そこになに

もないことが、いいことではありません。けんかをし、傷つき、心の痛みがわかり、仲

直りの方法を学び、子どもたちは成長していきます。 

 学校が再開して一か月。支笏湖小学校の経営の基本方針は「ど真ん中に子どもがいる

学校」です。全校児童 9 人。これほど、先生方と子どもたちの距離が近い学校はありま

せん。オンラインの授業ではできない、子どもたちの人間としての関わり、成長を全教

職員で大切に見守り、支えていきます。 
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日 曜 給食 学 校 行 事 ・ 関 連 行 事 

1 水 ○ ＡＬＴ ハイパーQU① 

2 木 ○ 全校遊び（支 T） 

3 金 ○ 水泳学習（信濃小）→中止 

4 土   

5 日   

6 月 ○ 全校参観日・懇談会② 個人懇談週間 

7 火 ○ 三校交流会（芸術鑑賞）駒里→中止 

8 水 ○ ALT 個人懇談週間 

9 木 ○ 社会見学（低）→中止 個人懇談週間 

10 金 ○ 特日 5 時間授業＋クラブ①(魚釣り) 

社会見学（中）→中止 個人懇談週間  

11 土   

12 日   

13 月 ○ 5 時間授業＋児童会②（運動会） 

14 火 ○ 水泳学習（信濃小）→中止 

15 水 ○  

16 木 ○ 宿泊学習①→9/24 へ 森林学習① 

17 金 〇 宿泊学習②→9/25 へ 

18 土  

 

19 日   

20 月 ◯  

21 火 ○  

22 水 ○ ALT  

23 木  海の日 

24 金  スポーツの日 

25 土   

26 日   

27 月 ○ 通常授業 

28 火 ○ 通常授業 

29 水 ○ 通常授業 

30 木 ○ 通常授業 

31 金 〇 通常授業 

 

支笏湖小学校では、信濃小学校のプ

ールを借りて水泳学習を行ってき

ましたが、千歳市では、今年度の水

泳学習は中止になりました・・。 

全校参観日は席の間隔をとり、通常

通り行います。懇談会についても、

ソーシャルディスタンス、時間に留

意して行います。 

他校との合同授業やバスを利用す

るものは、今年度は中止です。（三

校交流会、社会見学等） 

先にお知らせしていましたが、宿泊

学習は、バス等の移動を伴わないた

め、時期をずらして実施します。 

 
●連合運動会について 

市教委からの案内では、基本、土日開催

をしないことになっていますが、支笏湖

小では子ども達が密になる競技を除き、

また、席も十分なソーシャルディスタン

スを確保して予定通り実施します。雨天

時は体育館では行わず、中止とします。 

●学芸会について 

長期間の休校により授業時間の確保が大

変困難な状況にあり、今年度は行いませ

ん。ただし、フリー参観日として保護者、

地域の方々に子どもたちの学習の成果を

見ていただく参観日を設定します。 

●奈路交流 

中学生でも道内の修学旅行が求められて

いる現在、小学生が学校行事として 2 泊

3 日で四国に出かけるということは、難

しい状況です。受け入れ先の対応も考え、

今年度は訪問を中止しました。訪問予定

だった日に、オンラインでの交流を行う

予定です。 

市教委からの文書でお知らせして

いましたが、休校分の授業時間を回

復するため、今年度は夏休みが短く

なります。（8/3～8/７も、午前授

業、給食なしで登校日になります。） 

ワクチンが入手可能になる

まで、あるいは集団免疫を

獲得するまでは再流行の可

能性があり、社会的距離政

策を断続的にでも継続して

いかなければならないとさ

れ、国内においても感染状

況に応じた持続的な対策が

講じられています。感染拡

大を予防する「新しい生活

様式」への移行が示されま

したが、文科省より「学校

の新しい生活様式」につい

て過日改訂版を配布してい

ます。ＨＰにも掲載してい

ますが、ご確認をお願いし

ます。 


